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令和７年度 学校関係者評価実施報告書（まとめ用） 

 

学校番号 18 学 校 名 西部特別支援学校 記 載 者 本杉 和美 

 

本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載） 

  
取組目標 成果目標 

自己

評価 

関係者 

評 価 
意見 

(1) 

安

心

・

安

全

な

学

習

・

教

育

環

境

づ

く

り 

ア．事後も含めた緊急

時の対応力向上 

・災害時や緊急時に

自ら考えて行動で

き、児童生徒の安全

を守れる状態になっ

ている。  

Ａ Ａ  

イ．すべての児童生徒

が体調を整え、気持ち

よく生活できるため

の取組の充実 

・職員が連携して安

全に医療的ケアを実

施できている。 

Ａ Ａ  

・校内が安全で衛生

的になるように常に

整えている。 

Ａ Ａ  

・個々の児童生徒に

適した食と環境の提

供及び摂食指導をし

ている。  

Ａ Ａ  

・性教育全体計画を

活用して性教育の授

業や性教育の視点を

もった指導を行って

いる。  

Ｂ Ｂ 

・ＣＤ評価に対する学校としての

認識と改善策が明確に示されて

いるとよい。 

ウ．多様性を認め合い

高い人権意識をもっ

た児童生徒と教職員 

・児童生徒の人権意

識が高まるような指

導ができている。 

Ａ Ａ  

・児童生徒・教職員

にとって、学校が安

心な場所になるよう

に、人権を意識した

言動を心掛けてい

る。  

Ａ Ａ 

・人権チェックシートの取り組み

を通して、全体として人権意識が

高まったかどうかを検証してい

く必要がある。 



様式第５号 

(2) 

主

体

的

な

学

び

と

地

域

の

中

で

人

と

共

に

生

き

る

力

を

育

む

授

業

づ

く

り 

ア 教育課程の組織

的な検討と仕組みづ

くり 

 

・指導内容を明確に

して年間指導計画・

個別の指導計画を作

成している。 

Ａ Ａ  

・目指す児童生徒像

に迫る教育課程につ

いて考えている。 

Ａ Ａ 
・Ｄ評価もある中で、Ａ評価にし

た根拠が示されているとよい。 

イ 「主体的・対話的

で深い学び」をめざし

た授業づくり 

・自立活動と各教科、

双方の視点による実

態把握を授業に反映

させている。 

Ａ Ａ  

・授業づくりでは、

個別最適な学びと協

働的な学びが検討さ

れている。 

Ａ Ａ  

ウ 教員の専門性向

上 

・児童生徒への支援

や授業づくりについ

て話し合い、実践し

ている。  

Ａ Ａ  

・肢体不自由教育に

おける専門性の向上

を実感している。

  

Ｂ  

・学校の取組の様子からＢ評価は

厳しいように思うが、肢体不自由

教育の指導は特に専門性が必要

であることを考えると、Ｂ評価が

妥当である。 

エ キャリア教育の

充実 

・キャリア教育を実

践し、社会生活を送

る上で必要とされる

力を身に付けるよう

な指導をしている。

  

Ａ Ａ  

オ ＩＣＴの活用の

充実 

・指導目標達成に向

けて、ＩＣＴを効果

的に活用するよう

に、日々、検討し充

実させている。  

Ｂ  

・ICT機器の活用について、外部

委託や保護者がボランティアと

して参加する方法もある。ＰＴＡ

とも協力できるとよい。 

・ICT機器活用の困難さの理由を

明確にし、それに合わせた対応策

を考えられるとよい。 
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(3) 

保

護

者

・

地

域

・

関

係

機

関

と

連

携

協

働

し

た

学

校

づ

く

り 

ア 保護者や地域、関

係機関との連携強化

と情報発信 

・児童生徒の学びの

様子が保護者や地域

に伝わるよう情報発

信している。  

Ａ Ａ  

・支援会議やケース

会議、進路相談をタ

イムリーに開き、組

織的効果的な支援を

行っている。  

Ａ Ａ  

・互いの良さが発揮

できる交流及び共同

学習を行っている。

  

Ａ Ａ 

・交流先の学校の評価も明確にな

っているとよい。 

・学校間・交流籍交流は継続して

行っており、学校として自信をも

ってよい取組である。 

イ 地域に根付いた学

校づくり 

・地域資源を活用し

た学習を行ってい

る。  

Ａ Ａ  

ウ 生涯を通じて豊

かに生きるための教

育活動の充実 

・卒業後の豊かな生

活を意識して、いろ

いろな経験ができる

ような学習を行って

いる。  

Ａ Ａ  

(4) 

共

に

支

え

合

い

学

び

合

う

生

き

生

き

と

働

く

職

員

集

団

づ

く

り 

ア 共に支え合い、働

きがいのある職場づ

くり 

・職員同士がお互い

を大切にしている職

場である。  

Ａ Ａ  

・キャリアステージ

に基づく自身の役割

を校内で果たしてい

る。  

Ａ Ａ  

イ 指導の充実に向

けた働き方改革の推

進 

・時間外在校等時間

が月 45 時間以内に

なるようにタイムマ

ネジメントをしてい

る。  

Ａ Ａ 

・働き方改革の工夫について教え

てほしい。 

→職員室の中に、気軽に話し合い

ができるスペースを設置できる

とよいと考えている。 
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